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投票日2月20日（日）
午前7時から午後6時まで
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ス�ジ�
を�  

�

住民の立場で�

憲法がいきる城里町に�
をを��

 

コ
ロ
ナ
禍
は
長
び
い
て
い
ま
す
。
希
望
を
あ
き
ら
め

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。�

�

女
性
の
目
線
で
、
暮
ら
し
、
子
育
て
、
老
後
、
平
和
、

地
球
環
境
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
考
え
る
と
き
で
す
。�

�

子
ど
も
た
ち
は
、
城
里
町
の
未
来
で
す
。
子
育
て
支

援
、
教
育
環
境
の
整
備
は
お
と
な
の
責
任
で
す
。�

�

戦
後
の
日
本
を
根
底
か
ら
さ
さ
え
て
き
た
高
齢
者

に
た
い
す
る
思
い
や
り
は
な
く
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。�

�

戦
禍
を
へ
て
定
め
ら
れ
た
日
本
国
憲
法
は
、
国
民
主

権
、
徹
底
し
た
平
和
主
義
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
主

柱
と
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
国
民
生
活
の
な
か
に
生
か

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

�

ひ
と
り
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
城
里

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。�

   

ひひ
とと
りり
ひひ
とと
りり
がが
尊尊
重重
ささ
れれ
るる��

城城
里里
町町
をを
つつ
くく
りり
まま
しし
ょょ
うう��

お
や
く
そ
く�

●

町
民
の
声
を
町
政
に
届
け

ま
す�

●

議
会
の
も
よ
う
を
お
知
ら

せ
し
ま
す�

●

町
の
検
診
拡
充
に
つ
と
め

ま
す�

●

憲
法
を
守
り
、
一
人
ひ
と

り
が
尊
重
さ
れ
る
町
を
め

ざ
し
ま
す�

●

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
解
消
に

つ
と
め
ま
す�

●

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
拡

充
に
つ
と
め
ま
す�

●

公
正
公
平
な
町
政
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す�

� プロフィール�

����（昭和 ��）年福島県富岡町生まれ�

◎福島県立富岡高校� 茨城県立土浦医師会

附属准看護学院� 茨城県立看護学校�

◎水戸協同病院� 水戸済生会病院� 石島整

形外科医院�

◎城里町議会議員２期� 議会広報委員長�

 

「新しろさと」を�

届けてきました�

 

日
本
共
産
党 

ふ
じ
さ
く
芙
美
子�

�
�

69
歳 

 

69歳

ふ
じ
さ
く
芙ふ

み

こ
美
子

こ
あ
く
つ 
孝た

か
し

無
所
属

全力投球。しろさと町発展のために

１．みんなの思いを届ける。	町民一人一人の声を町政に。
２．高齢者をいたわる。	 はつらつと活躍できる町づくり。

３．子供たちを育てる。	 やさしい教育と福祉。
４．次世代の未来を守る。	メリハリのある町の財政運営。
５．健康で元気を作る。	 スポーツ環境の充実した町。

明日の天気は変えることができない。でも、
　　　　　　　明日の政治は変えることができる。

５つの目標を掲げ、城里町の発展・向上を目指し精進いたします。
　
　
挨
拶
と
お
願
い

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
の
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
城
里
町
議
会
議
員
の
選
挙
に
あ
た
り

目
標
を
掲
げ
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
。

無 

所 

属

金か
ね

長な
が 

ひ
で
の
り

若さ若さででチャレンジチャレンジ!!!!
～ 町政に新しい風を ～

　こ
の
度
、
皆
様
の
熱
い
ご
要
望
ま
た
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
、
城
里
町
発
展
の
た
め
に

立
候
補
致
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
精
一
杯
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。

が
ん
ば
り
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　個
人
で
老
人
ホ
ー
ム
・
福
祉
施
設
等
で
の
慰
問
訪
問
（
現
在
47
箇
所
）

　水
戸
黄
門
愛
好
会 

団
体
所
属

■
略

　
歴

　
水
戸
桜
ノ
牧
高
等
学
校

　流
通
経
済
大
学
社
会
学
部

　
元
桂
村
役
場

　Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　自
営
業
（
現
在
）

48 歳

☆
人
々
が
あ
つ
ま
る
町
づ
く
り

☆
人
々
が
あ
つ
ま
る
町
づ
く
り 

出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
事
業

☆
話
題
が
あ
つ
ま
る
町
づ
く
り

☆
話
題
が
あ
つ
ま
る
町
づ
く
り

新
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業

☆
活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

☆
活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

賑
わ
い
創
出
・
Ｐ
Ｒ
事
業

☆
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

☆
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

新
観
光
プ
ラ
ン
設
立
事
業

☆
住
民
あ
ん
し
ん
町
づ
く
り

☆
住
民
あ
ん
し
ん
町
づ
く
り

福
祉
・
子
育
て
支
援
事
業

三
村
た
か
の
ぶ

1 子育て支援と若者の定住促進
子育て世代に対する手厚い社会保障の実現を目指します。

2 常北地区のインフラ整備
増井・磯野地区の公共下水道事業を推進します。
石塚小、常北中通学路の整備をします。
石塚東部地区の町道整備を促進します。

3 コロナ対策
コロナ禍での生活困窮者への手厚い支援を実施します。
また、児童・生徒のリモート学習の環境整備に努めます。

4 高齢者医療・介護
通院する為に必要な交通手段の充実や老々介護の改善に全力を尽くします。

5 自然や食を生かした地域おこし
サイクリングロードを町内に整備し、自転車で食や歴史、自然や温泉を
楽しむ「散走」を提案します。

実 績 実 績 とと  公 約公 約

略歴　旧常北町長　学習院大学法学部卒

町
民
の「
声
」を
力
に
。

無
所
属
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（２）

綿わ
た
ひ
き引 

静し
ず

男お

◆
子
育
て
支
援
と

　
　教
育
の
充
実

◆
医
療
・
福
祉
・
介
護

　
　
　
　
　
　の
充
実

◆
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

◆
地
域
防
災
力
の
向
上

◆
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で

　
　
　
　町
を
元
気
に

略　歴活　動
昭
和
30
年
11
月  

城
里
町
（
旧
常
北
町
）

         

上
入
野
生
ま
れ

常
北
町
立
小
松
小
学
校

常
北
町
立
常
北
中
学
校

茨
城
県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校

茨
城
大
学
工
学
部

茨
城
県
信
用
組
合
（
令
和
３
年
12
月
退
職
）

小
松
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

常
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

常
北
町
体
育
協
会
理
事
長

城
里
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長

町政一新
生まれ育った城里町を生まれ育った城里町を  もっと元気に！もっと元気に！

町民の声を大切にします町民の声を大切にします

髙た

か

は

し橋 

ゆ
う
こ

　私
は
、
週
４
回
程
度
パ
ー
ト
に
出
て
、
た

ま
の
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
ご
く
普

通
の
主
婦
で
す
。

　政
治
に
感
心
な
く
、
15
歳
か
ら
こ
の
町
で

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
ん
な
私
が
、
出
馬
に
至
っ
た
の
は
、
ひ

と
り
娘
が
通
う
学
童
の
新
築
工
事
の
問
題
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　た
く
さ
ん
の
賛
同
を
頂
い
て
、
思
い
を
込

め
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
切
実
な
願

い
に
対
す
る
議
会
の
対
応
に
疑
問
を
感
じ
ま

し
た
。

　謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
住
民
の
一
人

と
し
て
、
母
親
と
し
て
、
企
業
で
働
く
一
人

と
し
て
、
普
通
の
感
覚
を
大
切
に
し
て
、
活

動
し
て
い
き
た
い
。

　悩
み
考
え
前
向
き
に
た
ど
り
着
い
た
決
断

に
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

普
通
普
通
のの
主
婦
主
婦
のの

挑
戦
挑
戦

謙虚な気持ちを忘れず、みなさんの声に耳を傾けます
母親、パートタイマーとして、普通の感覚を大切にします
前向きな夢のある議論を行い、城里町の発展に努めます

43歳

飯い
い
む
ら村 

さ
か
え

飯
い い む ら

村 さかえに
議会で活躍してもらいましょう

　日頃よりお世話になっております。

　飯村さかえは、城里町議会への２回目の挑戦です。

前回は、次点ということで涙をのみましたが、その

悔しさをばねに、家族や支援者の協力も頂きながら、

活動をしています。飯村さかえは知的で誠実でおだや

かな人物です。争いごとや戦いは苦手です。しかし、

そんなおだやかな人物こそ今の城里町に必要なのです。

　「建設的で前向きな議会にして欲しい」「議会を落

ち着いた雰囲気にして欲しい」そう願う人は、ぜひ

飯村さかえにあなたの力を与えて下さい。

飯村さかえ後援会 会長　飯村光

城里町（旧常北町）上泉の兼業農家（昭和 29年）
生まれ。石塚在住
私立茨城高等学校卒業
ブルートン・パーカー大学卒（経営学専攻A.A. 取得）
英語・数学中心の学習塾を主宰
前石塚小７区区長
元石塚小PTA会長

教育の
充実した
町づくり

高齢者が
安心の
町づくり

町内事業者
を応援する
町づくり

プロフィールプロフィール

さ
る
た 

正ま
さ

純ず
み

無
所
属

68 歳

　今後も、少子高齢化の中で、ますます厳しくなる
町の財政に関して、マクロ・ミクロの両面から
目を光らせて、孫子の代に「つけ」を残さない
ように使い道を厳しく精査して行きます。

「是是非非」を貫き通します！！

子育て・教育・介護を含めた福祉の充実。
食生活改善による健康寿命・平均寿命のアップ。
町民の皆様と共に魅力ある城里町づくり。
何事にも誠実に実直に取り組みます。

略　歴
・昭和28年12月
　　　　城里町上入野生まれ。
・東海大学政治経済学部
　　　　　　　経済学科卒業。
・城里町消防団第４分団在籍中。
・城里町議会議員１期。
・水戸地方農業共済事務組合
　　　　　　　　　　議会議長。


